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７月２日、申し入れを行う！ その１ 

本部は、5 月 26 日「新幹線における乗務員

基地再編の概要」について提案を受けました。

提案内容は、新幹線業務に特化する乗務員職

場に見直すことで安全・サービス品質のレベル

アップを図るとともに輸送の安定性の維持、お

よび効率的な業務体制の実現を目的に東京駅

近傍に東京新幹線運輸区（仮称）を新設し、上

野新幹線第二運転所の廃止、東京支社・丸の内

車掌区が担当している新幹線業務を東京新幹

線運輸区（仮称）の発足に合わせて、新幹線統

括本部に移管するというものです。 

提案では実施時期を、2021 年 3 月予定と

し、具体的実施時期は決定次第連絡するとなっ

ています。しかし、東京新幹線運輸区（仮称）の

新設に向けた工事は着手しており、要員規模等

の考えに基づいて行われていることは明らか

です。会社は運転士・車掌の要員体制や行路

数、職場規模、職場レイアウトなどについては現在も一切示さずに検討中を繰り返

すにとどまっています。組合に対して意図的に実施内容を伏せての提案は容認する

ことはできません。 

職場では、会社説明等に対する不満が噴出し、運輸区新設に伴う異動や安全教育

体制等に対する不安が渦巻いています。概要提案といえ、具体的内容を示されなけ

れば労使協議を行うことはできません。業務改革・生産性の向上ばかりに目を取ら

れ、安全を担う人間への投資や活躍できるフィールドをつくることを怠れば、鉄道

の安全は確立できません。人間労働・経験労働を重視し「鉄道安全と労働安全」の両

輪を実現していくためには、様々な現実に直面しながら奮起し続ける社員の意見を

大切にする「現場第一主義」の企業風土をいま一度創り上げることが重要です。 

組合員・社員の不満・不安の解消を図り、安全で安心した労働環境を実現し、更な

る新幹線部門の安全とサービスレベルの向上につなげ、利用者からの信頼と安心を

つくり出していくために本部は現場の声をもとに団体交渉に臨みます！ 


